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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷像が形成された印刷シートをローラで印刷媒体の印刷面に圧着させつつ当該印刷媒
体を所定方向に相対移動させることにより、前記印刷像を前記印刷面に転写する印刷装置
であって、
　前記印刷媒体を収容する収容凹部を備えたアダプタと、
　前記アダプタが載置されるとともに当該アダプタの厚さ相当分だけ凹んだ載置面を備え
たトレイであって、前記所定方向に相対移動可能な印刷トレイと、
　を備え、
　前記印刷トレイおよびアダプタは、前記アダプタを前記載置面に載置した際に、互いに
対向するとともに、その間に境界溝を形成するトレイ側境界面およびアダプタ側境界面を
それぞれ有しており、
　前記印刷トレイおよびアダプタは、上面視において、前記境界溝を通るとともに前記ロ
ーラの回転軸に平行な直線に、前記トレイ側境界面およびアダプタ側境界面の少なくとも
一方が交差する形状である、
　ことを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の印刷装置であって、
　前記トレイ側境界面およびアダプタ側境界面は、上面視において、前記ローラを回転軸
方向に二分割する直線を対象軸として線対称な形状であることを特徴とする印刷装置。



(2) JP 5083002 B2 2012.11.28

10

20

30

40

50

【請求項３】
　請求項１または２に記載の印刷装置であって、
　前記トレイ側境界面およびアダプタ側境界面は、上面視において、角部が存在しない形
状であることを特徴とする印刷装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の印刷装置であって、
　前記アダプタは、前記アダプタ側境界面を前記トレイ側境界面に斜め上側から当接させ
た後、当該当接位置を回動軸として下方向に回動させることで、前記印刷トレイに装着さ
れることを特徴とする印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷像が形成された印刷シートをローラで印刷媒体の印刷面に圧着させつつ
当該印刷媒体を所定方向に相対移動させることにより、前記印刷像を前記印刷面に転写す
る印刷装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　用紙などに比べて肉厚で硬質な印刷媒体、例えば、光ディスクなどの記録媒体に印刷を
施す印刷装置が知られている。こうした印刷装置において、印刷媒体は、印刷トレイによ
り支持され、搬送される。従来、この印刷トレイには、印刷媒体を収容する凹部が形成さ
れることが多かった。この凹部は、印刷媒体に対応した形状を有しており、当該凹部に印
刷媒体が収容されることにより、印刷媒体が適切に位置決めされ、好適な印刷処理が実行
される。また、近年、様々な形状の印刷媒体に対応するために、印刷トレイではなく、当
該印刷トレイに着脱自在なアダプタに、凹部を形成することも提案されている。例えば、
下記特許文献１～３には、互いに異なる形状の凹部が形成されたアダプタを複数用意し、
当該複数のアダプタの中から印刷処理する印刷媒体の形状に応じてアダプタを択一的に選
択して使用する印刷装置の技術が開示されている。かかる技術によれば、一つの印刷装置
で、様々な形状の印刷媒体を取り扱うことができる。
【０００３】
　ところで、印刷装置の中には、シート上に形成された印刷像を、印刷媒体の印刷面に圧
着、転写させる転写方式の印刷装置が知られている。こうした転写方式の印刷装置では、
印刷像が形成されたシートを印刷面に押圧するための転写ローラなどが設けられている。
印刷時に、印刷媒体を支持した印刷トレイは、この転写ローラなどに対して相対的に移動
するようになっている。
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－３４４３５２号公報
【特許文献２】特開２００４－３３８３３８号公報
【特許文献３】特開２００５－１０４１１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、かかる転写方式の印刷装置において、既述のアダプタを用いると、当該アダプ
タと印刷トレイとの境界部分に形成される溝に、相対移動する転写ローラなどが一時的に
落ち込み、印刷像を転写する速度（転写速度）が急激に変化する場合がある。そして、こ
の転写速度の急激な変化は、印刷品質の劣化などの問題を招いていた。換言すれば、従来
、転写方式の印刷装置において、アダプタを使用した場合、印刷品質が低下するという問
題があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、アダプタを利用した際の印刷品質を、より向上でき得る印刷装置を
提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の印刷装置は、印刷像が形成された印刷シートをローラで印刷媒体の印刷面に圧
着させつつ当該印刷媒体を所定方向に相対移動させることにより、前記印刷像を前記印刷
面に転写する印刷装置であって、前記印刷媒体を収容する収容凹部を備えたアダプタと、
前記アダプタが載置されるとともに当該アダプタの厚さ相当分だけ凹んだ載置面を備えた
トレイであって、前記所定方向に相対移動可能な印刷トレイと、を備え、前記印刷トレイ
およびアダプタは、前記アダプタを前記載置面に載置した際に、互いに対向するとともに
、その間に境界溝を形成するトレイ側境界面およびアダプタ側境界面をそれぞれ有してお
り、前記印刷トレイおよびアダプタは、上面視において、前記境界溝を通るとともに前記
ローラの回転軸に平行な直線に、前記トレイ側境界面およびアダプタ側境界面の少なくと
も一方が交差する形状である、ことを特徴とする。
【０００８】
　好適な態様では、前記トレイ側境界面およびアダプタ側境界面は、上面視において、前
記ローラを回転軸方向に二分割する直線を対象軸として線対称な形状である。また、前記
トレイ側境界面およびアダプタ側境界面は、上面視において、角部が存在しない形状であ
ることも望ましい。さらに、前記アダプタは、前記アダプタ側境界面を前記トレイ側境界
面に斜め上側から当接させた後、当該当接位置を回動軸として下方向に回動させることで
、前記印刷トレイに装着されることが望ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、前記印刷トレイおよびアダプタが、上面視において、前記境界溝を通
るとともに前記ローラの回転軸に平行な直線に、前記トレイ側境界面およびアダプタ側境
界面の少なくとも一方が交差する形状であるため、相対移動するローラが境界溝に一時的
に落ち込むことが防止される。その結果、転写速度の急激な変化が防止され、印刷品質を
、より向上できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。図１は、本発明の実施形態
である印刷装置１０の斜視図である。また、図２は、印刷装置１０の概略構成図である。
この印刷装置１０は、光ディスクや磁気ディスクなど、比較的、硬質かつ肉厚な印刷媒体
１００に対して印刷処理を施す装置である。
【００１１】
　印刷媒体１００は、印刷トレイ１２に支持され、搬送される。ただし、様々な形状の印
刷媒体１００を取り扱い可能とするために、本実施形態では、アダプタ１４を介して印刷
媒体１００を支持するようにしている。アダプタ１４は、印刷媒体１００の形状種類ごと
に複数用意されており、ユーザは、この複数のアダプタ１４の中から印刷したい印刷媒体
１００に対応するアダプタ１４を択一的に選択し、印刷トレイ１２に装着し、使用する。
アダプタ１４を介して印刷トレイ１２に支持された印刷媒体１００は、筐体１６の内部に
設けられた印刷ユニット１８により熱転写方式で印刷処理が施される。以下、この印刷装
置１０の各部について詳説する。
【００１２】
　印刷トレイ１２は、アダプタ１４を介して印刷媒体１００を支持するトレイである。こ
の印刷トレイ１２は、後述するヒートローラ５８の回転軸に対して略直交する方向（図１
，２におけるＸ方向）に進退自在となっている。そして、印刷トレイ１２が進退すること
で、当該印刷トレイ１２に支持された印刷媒体１００が筐体１６の内外に搬送されること
になる。
【００１３】
　印刷トレイ１２には、アダプタ１４が載置される。このアダプタ１４が載置された際に
、印刷トレイ１２の上面２０とアダプタ１４の上面３１とが、ほぼ同じ高さになるように
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、印刷トレイ１２にはアダプタ１４の厚さ相当の段差が形成されている。換言すれば、印
刷トレイ１２のうち、アダプタ１４が載置される載置面２２は、アダプタ１４の肉厚相当
分だけ、印刷トレイ１２の上面２０より低くなっている。
【００１４】
　載置面２２には、アダプタ１４に設けられた位置決ピン３６が挿入されるピン穴２４が
形成されている。また、段差により形成された垂直端面であるトレイ側境界面２６には、
アダプタ１４に設けられた挿込リブ３４が挿し込まれる挿込溝２８が形成されている。こ
のピン穴２４および挿込溝２８は、いずれも、アダプタ１４の位置決め等に利用されるも
のであるが、これらについては後に詳説する。
【００１５】
　アダプタ１４は、印刷トレイ１２に着脱自在の略平板状部材で、その略中央には、対応
する印刷媒体１００の外周形状に応じた凹部（以下「収容凹部３０」という）が形成され
ている。この収容凹部３０に、印刷媒体１００が載置、収容されることで、印刷媒体１０
０の位置ズレ等が防止される。
【００１６】
　なお、既述したとおり、アダプタ１４は、印刷媒体１００の形状種類ごとに複数種類、
用意される。具体的には、例えば、図３（ａ）～（ｄ）に図示するように、収容凹部３０
の形状が異なる複数種類のアダプタ１４が用意される。なお、図３（ａ）～図３（ｄ）は
、それぞれ、１２ｃｍＣＤ、８ｃｍＣＤ、矩形ＣＤ、矩形磁気カードが印刷媒体１００で
ある場合に好適なアダプタ１４の一例である。この複数種類のアダプタ１４は、その中央
に形成される収容凹部３０の形状が異なる点を除けば、ほぼ同じ構成となっており、いず
れも、印刷トレイ１２に着脱自在となっている。ユーザは、この複数種類のアダプタ１４
の中から、実際に印刷する印刷媒体１００の形状種類に応じたアダプタ１４を選択使用す
る。そして、このように交換自在のアダプタ１４を用いることで、一つの印刷装置１０で
、複数種類の印刷媒体１００を取り扱うことが可能となり、印刷装置１０の汎用性を向上
できる。
【００１７】
　各アダプタ１４の底面からは、位置決ピン３６が突出形成されている。この位置決ピン
３６は、印刷トレイ１２に形成されたピン穴２４に挿入されることで、印刷トレイ１２に
対するアダプタ１４の位置を規制する。また、この位置決ピン３６を、アダプタ１４の種
類判定などに利用してもよい。すなわち、アダプタ１４の種類ごとに、位置決ピン３６の
位置や個数を異ならせるとともに、印刷トレイ１２側に、この位置決ピン３６の位置や個
数を検出するセンサを設けておく。印刷装置１０の制御部は、このセンサでの検出結果に
基づいて、印刷トレイ１２に載置されたアダプタ１４の種類を判定し、その後の制御に利
用するようにしてもよい。また、位置決ピンとピン穴とを逆に形成してもよい。すなわち
、印刷トレイ１２に位置決ピンを形成し、各アダプタ１４の底面にピン穴を形成してもよ
い。さらに、位置決ピン３６とは別にアダプタ１４の種類判定に用いる識別ピンをアダプ
タ１４または印刷トレイ１２に突出形成するとともに、当該識別ピンが挿し込まれる識別
用ピン穴を印刷トレイ１２またはアダプタ１４に形成するようにしてもよい。
【００１８】
　さらに、アダプタ１４の奥側端面であるアダプタ側境界面３２からは、挿込リブ３４が
突出形成されている。この挿込リブ３４は、トレイ側境界面２６に形成された挿込溝２８
に挿し込まれるリブで、アダプタ１４の着脱に利用されるリブである。
【００１９】
　ここで、アダプタ１４を印刷トレイ１２に装着する際の様子について図４を用いて簡単
に説明する。アダプタ１４を印刷トレイ１２に装着する場合、ユーザは、まず、図４（ａ
）に図示するように、挿込リブ３４を斜め上側から挿込溝２８に挿し込むとともに、アダ
プタ１４を印刷トレイ１２のトレイ側境界面２６に押し当てる。そして、この押し当てに
より印刷トレイ１２に対するアダプタ１４の位置が概略的に規定されれば、この押し当て
箇所を略回動中心としてアダプタ１４を下方向に回動させて、アダプタ１４を印刷トレイ
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１２の載置面２２に載置する。このとき、押し当て動作により、印刷トレイ１２に対する
アダプタ１４の位置は既に粗調整されているため、位置決ピン３６は対応するピン穴２４
にスムーズに挿入される。換言すれば、押し当て回動という手順を踏む本実施形態によれ
ば、極めて、簡易に、アダプタ１４を適切な位置に装着することが出来る。その一方で、
押し当て回動という手順を踏む本実施形態では、アダプタ１４の回動動作を許容するため
に、アダプタ１４と印刷トレイ１２との間に形成される境界溝７０の幅が広くなりやすい
。
【００２０】
　ここで、この幅広の境界溝７０は、その形状によっては、印刷品質の低下原因となる。
そのため、本実施形態では、境界溝７０（ひいては、トレイ側境界面２６およびアダプタ
側境界面３２）を特殊な形状としているが、これについては、後に詳説する。
【００２１】
　次に、この印刷装置１０の内部に設けられている印刷ユニット１８について図２を参照
して説明する。本実施形態の印刷ユニット１８は、インクリボン４０のインクを中間転写
シート４２に転写した後、当該中間転写シート４２に転写されたインクを印刷対象物の印
刷面に転写する熱転写方式で印刷する。インクリボン４０には、複数色、例えば、四色の
インクがリボン長手方向に繰り返し配設されている。なお、インクリボン４０に配設され
るインクには、溶融型インクと昇華型インクがあるが、どちらを用いた場合でも、印刷装
置１０の構成および転写プロセスに大差はない。ここでは、溶融型インクを用いた場合を
例に説明する。このインクリボン４０は、リボン送出ボビン４６から送出され、複数のガ
イドローラ６２に案内されて、リボン巻取ボビン４４に順次巻き取られる。このリボン巻
き取りの経路過程には、当該インクリボン４０を中間転写シート４２に密着させるととも
に、インクリボン４０の表面のインクを溶融するサーマルヘッド４８が設けられている。
サーマルヘッド４８の内部には複数の発熱素子（図示せず）が設けられている。サーマル
ヘッド４８は、この複数の発熱素子を制御部（図示せず）からの指示に応じて選択的に発
熱させ、インクリボン４０のインクを部分的に溶融させる。そして、この部分的にインク
溶融されたインクリボン４０を中間転写シート４２に押圧することで、中間転写シート４
２に溶融したインクが転写される。
【００２２】
　中間転写シート４２は、シート送出ボビン５０から送出され、複数のガイドローラ６２
に案内されて、シート巻取ボビン５２に巻き取られる。中間転写シート４２の巻き取りの
経路過程には、サーマルヘッド４８からの押圧を受けるプラテンローラ５４が設けられて
いる。サーマルヘッド４８が当該プラテンローラ５４に向かってインクリボン４０を押し
付けることにより、当該プラテンローラ５４に沿って送出されている中間転写シート４２
に、サーマルヘッド４８の熱によって溶融されたインクが転写される。
【００２３】
　ここで、既述したとおり、インクリボン４０の表面には複数の色のインクがリボン長手
方向に繰り返し配設されている。フルカラー画像を印刷する場合は、この複数の色インク
を全て中間転写シート４２に転写させておく必要がある。そこで、フルカラー印刷の場合
、中間転写シート４２は、インクリボン４０の表面に貼着されている一つの色のインクの
転写が終了するたびにシート送出ボビン５０に巻き戻される。そして、再度、シート送出
ボビン５０からシート巻取ボビン５２へと巻き取られ次の色のインクの転写がなされる。
このインク転写とシート巻き戻しを、インクリボン４０のインク色数分繰り返すことによ
り、中間転写シート４２の表面にはフルカラーの印刷像が形成されることになる。
【００２４】
　中間転写シート４２に形成されたフルカラーの印刷像は、転写アッセンブリ５６により
印刷媒体１００の印刷面に最終転写される。転写アッセンブリ５６は、内部に発熱素子を
有したヒートローラ５８と、当該ヒートローラ５８より下流側に位置する剥離ローラ６０
と、が連結された部材である。インクリボン４０から中間転写シート４２へのインク転写
実行中、この転写アッセンブリ５６は、中間転写シート４２と印刷媒体１００とが接触し
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ない程度の位置に上昇している。一方、インクリボン４０から中間転写シート４２へのイ
ンク転写が終了して、中間転写シート４２にフルカラーの印刷像が形成されれば、転写ア
ッセンブリ５６は、下降していき、中間転写シート４２を印刷媒体１００の印刷面に圧着
させる。ここで、ヒートローラ５８と剥離ローラ６０は、その下端高さが、ほぼ同じにな
るように並んでいる。そのため、転写アッセンブリ５６が下降した場合、ヒートローラ５
８および剥離ローラ６０の間に位置する中間転写シート４２が、印刷面に接触することに
なる。換言すれば、中間転写シート４２は、印刷面に対して面状に圧着されることになる
。
【００２５】
　この圧着の際、ヒートローラ５８は、内蔵された発熱素子で中間転写シート４２に転写
されたインクを溶融する。また、この圧着の際、印刷トレイ１２は、中間転写シート４２
と同じ方向かつ同じ速度で移動する。別の言い方をすれば、圧着の際、印刷トレイ１２は
、転写アッセンブリ５６に対して相対移動することになる。そして、これらヒートローラ
５８や印刷トレイ１２の動作により、中間転写シート４２に形成されたフルカラーの印刷
像が、印刷面に最終転写され、画像印刷が実現されることになる。
【００２６】
　ここで、この印刷像の最終転写時には、印刷媒体１００は、均等に押圧されることが必
要とされる。最終転写時に、ヒートローラ５８などから付加される押圧力が不均一な場合
には、転写状態にムラが生じてしまい、印刷品質が劣化するためである。かかる押圧力の
ムラを防止するために、本実施形態では、最終的に加圧力を受ける印刷トレイ１２を、ほ
ぼ平坦面としている。
【００２７】
　すなわち、従来の印刷装置１０の中には、印刷トレイ１２自体に収容凹部３０を形成し
、この印刷トレイ１２上の収容凹部３０内にアダプタ１４を載置収容するものがあった。
例えば、印刷トレイ１２に、１２ｃｍＣＤを収容するための収容凹部３０を形成しておき
、８ｃｍＣＤに印刷する場合には、当該１２ｃｍＣＤ用の収容凹部３０の内部に、８ｃｍ
ＣＤ用のアダプタ１４を載置、収容するような構成の印刷装置１０があった（例えば、特
許文献１～３など）。このように印刷トレイ１２自体に収容凹部３０を設けても、アダプ
タ１４の形状を工夫することで、様々な形状の印刷媒体１００を取り扱うことは一応可能
である。しかし、このように収容凹部３０が形成された印刷トレイ１２の上に、他の収容
凹部３０が形成されたアダプタ１４を載置するという構成では、印刷トレイ１２の剛性に
ムラができてしまい、結果として、印刷媒体１００に付加される押圧力にムラが出来やす
いという問題があった。本実施形態では、かかる問題を避けるために、アダプタ１４にの
み凹部を形成し、印刷トレイ１２の表面は平坦になるようにしている。
【００２８】
　また、印刷品質を向上させるためには、転写アッセンブリ５６に対して印刷トレイ１２
が円滑に相対移動することも重要となる。印刷トレイ１２の円滑な相対移動が阻害され、
その相対移動速度が急変化した場合には、印刷像の連続的な転写動作が阻害され、結果と
して、印刷品質が低下するという問題がある。本実施形態では、転写速度の急変に起因す
る印刷品質の低下を防止するために、アダプタ１４と印刷トレイ１２との境界溝７０を特
殊なものとしている。以下、これについて詳説する。
【００２９】
　はじめに、従来の印刷トレイ１２およびアダプタ１４での問題点について図８を参照し
て簡単に説明する。図８（ａ）に図示するとおり、従来の印刷トレイ１２およびアダプタ
１４は、その境界面２６，３２が、上面視において、ヒートローラ５８の回転軸に対して
ほぼ平行となっていた。換言すれば、印刷トレイ１２およびアダプタの境界面２６，３２
は、境界溝７０を通るとともにヒートローラ５８の回転軸に平行な直線と交差しない形状
となっていた。かかる形状の場合、最終転写速度の急変に起因する印刷品質の低下が生じ
やすかった。
【００３０】
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　すなわち、既述したとおり、最終転写の際、印刷トレイ１２は、上流側から下流側（図
８における左側から右側）へと移動していく。別の言い方をすれば、最終転写の際、転写
アッセンブリ５６は、印刷トレイ１２の先端側から奥側へと相対移動している。そして、
この相対移動によりヒートローラ５８が境界溝７０を通過する場合を考える。この場合、
ヒートローラ５８の回転軸は、境界溝７０とほぼ平行である。そのため、境界溝７０を通
過する際、ヒートローラ５８は、一時的に、境界溝７０に落ち込むことになる。このヒー
トローラ５８の一時的な落ち込みにより、印刷トレイ１２に対する転写アッセンブリ５６
の相対移動の速度が急変することになる。ここで、ヒートローラ５８が境界溝７０を通過
するとき、ヒートローラ５８より下流側に位置する剥離ローラ６０は、まだ、印刷媒体１
００の印刷面に接触した状態となっている。このように剥離ローラ６０が印刷面に接触し
た状態で、相対移動の速度が急変すると、円滑な転写動作が阻害され、印刷品質の大幅な
低下を招くことになる。特に、ヒートローラ５８が、境界溝７０を通過するときの剥離ロ
ーラ６０の当接部分における印刷品質の低下が著しい。
【００３１】
　本実施形態では、かかる問題を避けるために、境界溝７０を通るとともにヒートローラ
５８の回転軸に平行な直線に対して、必ず、アダプタ側境界面３２またはトレイ側境界面
２６の少なくとも一方が、交差する形状としている。より具体的には、図５に図示するよ
うに、本実施形態では、アダプタ側境界面３２およびトレイ側境界面２６を、それぞれ、
上面視で、ヒートローラ５８の回転軸方向に並んだ二つの半円を直線で接続したような形
状としている。かかる形状とすることで、ヒートローラ５８は、常に、印刷トレイ１２の
上面２０またはアダプタ１４の上面３１に接触することになり、境界溝７０への落ち込み
が防止される。そして、これにより、落ち込みに起因する相対移動速度の急変、ひいては
、印刷像の最終転写速度の急変が防止される。
【００３２】
　また、本実施形態では、境界面２６，３２を、上面視で、二つの半円と直線とを円弧で
接続したような形状としている。換言すれば、境界面２６，３２を、上面視で、角部（エ
ッジ）が存在しない形状としている。これは、ヒートローラ５８などの外周面の損傷を防
止するためである。すなわち、ヒートローラ５８などの外周面は、通常、ゴムなどの弾性
材料からなる場合が多い。境界面２６，３２に角部が存在している場合、当該角部がヒー
トローラ５８の外周面に当接し、当該外周面を傷つけてしまう場合がある。本実施形態で
は、かかる問題を避けるために、境界面２６，３２を、上面視で、角部（エッジ）が存在
しない形状としている。
【００３３】
　さらに、本実施形態では、境界面２６，３２を、上面視で、ヒートローラ５８を長軸方
向に二等分する直線Ｃを対象軸として線対称な形状としている。このような線対称形状と
することで、ヒートローラ５８などから付加される押圧力のムラが防止されやすくなり、
結果として、印刷品質をより向上できる。
【００３４】
　以上、本実施形態の構成および効果を説明したが、ここまで説明した印刷トレイ１２お
よびアダプタ１４の境界面２６，３２の形状は一例である。したがって、境界溝７０をと
通るとともにヒートローラ５８の回転軸に平行な直線に対して、必ず、境界面２６または
境界面３２が交差する形状であれば、他の形状であってもよい。例えば、図６に図示する
ように、境界面３２，２６を、印刷トレイ１２およびアダプタ１４の一端から他端に向か
って延びる円弧状としてもよい。この場合であっても、ヒートローラ５８は、常に、印刷
トレイ１２の上面２０またはアダプタ１４の上面３１に接触することができる。そのため
、ヒートローラ５８の落ち込み、ひいては、転写速度の急変を確実に防止することができ
、好適な印刷品質を得ることができる。
【００３５】
　さらに、別の形態として、図７（ａ）に図示するように、境界面３２，２６を、ヒート
ローラ５８の回転軸に対して傾斜した直線形状としてもよい。さらに、別の形態として、
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図７（ｂ）に図示するように、境界面３２，２６を、ヒートローラ５８の回転軸に対して
傾斜した部分を含む屈曲線形状としてよい。いずれにしても、境界溝７０を通るとともに
ヒートローラ５８の回転軸に平行な直線に対して、アダプタ側境界面３２またはトレイ側
境界面２６の少なくとも一方が、必ず、交差するような形状であれば、如何なる形状でも
よい。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の実施形態である印刷装置の斜視図である。
【図２】印刷装置の概略構成図である。
【図３】他のアダプタの一例を示す図である。
【図４】アダプタの装着の様子を示す図である。
【図５】最終転写時の様子を示す図である。
【図６】他の印刷トレイおよびアダプタの一例を示す図である。
【図７】他の印刷トレイおよびアダプタの一例を示す図である。
【図８】従来の印刷トレイおよびアダプタによる最終転写時の様子を示す図である。
【符号の説明】
【００３７】
　１０　印刷装置、１２　印刷トレイ、１４　アダプタ、１６　筐体、１８　印刷ユニッ
ト、２２　載置面、２６　トレイ側境界面、３０　収容凹部、３２　アダプタ側境界面、
４０　インクリボン、４２　中間転写シート、４８　サーマルヘッド、５４　プラテンロ
ーラ、５６　転写アッセンブリ、５８　ヒートローラ、６０　剥離ローラ、７０　境界溝
、１００　印刷媒体。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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